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１．年次概況 

2014年 11月に正式版として公開して早 5年、多くの方にご利用いただいていることをこの場を借り

て開発者として深くお礼申し上げます。 

さて、本年次は、開発元サイトの 10周年記念企画に注力したため、バージョンアップを一度も実施で

きず、低調な更新となりました。しかしながら、次期バージョンの開発は今月現在大詰めを迎えており、

近く皆様のお手元に届けられる予定です。 

一方、多数ご意見をいただきましたネットワーク共有を活用したユーザー管理機能をはじめとする大

掛かりな機能は現在検討段階にあり、次期バージョンアップでは実装することができません。ご期待い

ただいた皆様においては、大変申し訳ございませんが何らかの形で実装できるよう引き続き開発してま

いります。 

本年次報告書は、2018年 11月から 2019年 10月の間に実施した学習支援ソフト KeyKnowledgeに関

するすべての活動について、ユーザーの皆様に公開する目的で作成いたしました。ソフトウエアを利用

する分には何ら関係のないものかもしれませんが、今後の開発方針なども記載しておりますので、ご興

味がございましたらお目通しください。 

 

2019年 11月 

学習支援ソフト KeyKnowledge 

運営担当 
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２．ダウンロード状況 

下記の表は、およそ 1カ月ごとにダウンロード数を集計したものである。 

測定年 測定日 表示数 合計数 純増数 バージョン 

2018

年 

11月 30日 87 1696 22 

2.4 

12月 29日 96 1705 9 

2019

年 

2月 1日 111 1720 15 

3月 1日 126 1735 15 

4月 3日 141 1750 15 

5月 10日 158 1767 17 

6月 5日 168 1777 10 

7月 3日 178 1787 10 

7月 31日 187 1796 9 

8月 28日 193 1802 6 

10月 2日 199 1808 6 

10月 30日 209 1818 10 

（データ提供：Vector） 
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３．アップデート状況 

当年次のアップデート回数：0回 

2019年 10月末現在のバージョン：2.4 

 

４．追加データ公開状況 

当年次に公開した追加データは以下の通りである。 

データ名 概要 作成年月 

2018年の出来事  2018年に起きだ出来事に関する問題  2019/02  

日商簿記 3級仕訳  日商簿記 3級で出題される仕訳（勘定科目）50問  2019/04  

登録販売者試験過去問  登録販売者試験の過去問題集より抜粋した〇×式 50問  2019/07  

 

５．ボランティア参加状況 

※いずれも 2019年 10月末日現在の状況です。 

1．PVナレーションボランティアについて 

＜案件番号 KN0004＞ 

応募総数 採用数 

4名 なし 

 

2．募集方法 

募集は以下のインターネットサイトを通して実施した。 

イ）KeyKnowledge公式ホームページ  

ロ）募集屋*ComeOn! 各掲示板  

  

６．その他付随する活動 

１．ホームページ運営 

公開前の 2014年 10月 25日に開設。以後、本ソフトウエアの実質的な拠点としてソフトウエアの概

要やボランティア募集情報などを逐次更新。 

2018年 11月から 2019年 10月末日までの更新回数は 10回。 
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７．今後の方針 

１．共有フォルダを利用したユーザーの一括管理システムの導入検討 

主に大規模施設（学校等）で利用できる共有フォルダを利用したユーザー一括管理システムの開発を

検討する。 

 

２．継続して学ぶための要素の追加 

 目標設定機能によって一定の期間、目標に向かって継続して学習できるようなシステムとあわせて、

たとえ目標がなくても継続して学習できるような新たな機能の追加を検討する。 

 

３．追加データの一層の充実 

データの公開頻度を高めるとともに、より幅広いジャンルの追加データを提供できるよう努める。 

 


